
 
令和 3年度 光が丘夏の雲小学校の教育についてのアンケートの結果から 

～光が丘夏の雲小学校の教育活動をよりよくするための考えや意見を踏まえて～ 高い回収率に感謝いたします。 

 

日頃より本校の教育活動にご協力いただきありがとうございます。「令和 3年度 光が丘夏の雲小学校の教育について

のアンケート」（学校関係者評価）の結果をまとめましたのでお知らせいたします。 

今年度の回収率が 92.3％でした。数多くの保護者の皆様からの貴重なご意見を頂きました。保護者の皆様の協力に

感謝いたします。また、評議員の皆様からより広い視点でのご意見もいただきました。これらを次年度の学校教育の改善

の貴重な資料とさせていただきます。ありがとうございました。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 各設問について～結果と考察～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

R1 71% 22% 5% 2% 

R2 75% 19% 5% 1% 

R3 71% 23% 5% 1% 

号外（Ｒ4．3．１）                    練馬区立光が丘夏の雲小学校 
校長 牧 野  光 洋 

 

令和 3 年度  特別号 

令和 3年度 光が丘夏の雲小学校の教育に関するアンケート 

【実施方法】全児童数配布のアンケート 記名式 

 ・満足度をＡ～Ｄで評価         

   Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ   

思 う ←                   → 思わない 

 

・意見記入欄あり 

【回収状況】 

配布数 532 回収数 491  回収率 92.3％ 

※グラフでは小数点以下を四捨五入して整数で表しています。 

 

【①子供は、楽しく学校に通っている】  

Ａ・Ｂあわせて 94％です。 

ほとんどの児童が楽しく学校に通っている

という評価です。これは、保護者の皆様がご

家庭でも、お子様と学校のことを楽しく話し

たり、肯定的に受け止めてくださったりして

いる姿が大きく影響していると思います。 

反面、Ｃ・Ｄの評価が全校で 6％と少なか

らずいます。私たちは、少しでもこの割合を

減らせる工夫を考えていく必要があります。

全ての児童が楽しく学校に通えるよう、一人

一人の児童が自分の可能性を信じ、挑戦する

ことで自信をもち、毎日を楽しいと感じられ

る教育活動を進めて参ります。 



  

 

 

 

 

※R1・2年度は「わかりやすい授業をしている」というアンケートの結果です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

R1 59% 34% 6% 1% 

R2 64% 33% 3% 0% 

R3 61% 28% 10% 1% 

③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

R1 77% 20% 2% 1% 

R2 79% 20% 1% 0% 

R3 80% 19% 1% 0% 

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

R1 64% 29% 7% 1% 

R2 72% 24% 4% 0% 

R3 66% 30% 4% 0% 

【②子供は学習に前向きに取り組んでいる】 

Ａ・Ｂあわせて 89％です。 

昨年度までは「わかりやすい授業をしてい

る」という項目でしたが、コロナ禍で授業公開

ができないため、児童の姿を保護者の皆様に考

察していただく項目に変更いたしました。9割近

くの児童に意欲が見られる一方、1割強の児童か

ら学習への困難さが感じられるという回答でし

た。児童が意欲的になれないことをコロナのせ

いにしてはいけません。どんな状況下であれ、

児童の意欲を引き出す・自分から学びに向かえ

る児童を育成することが私たちの使命です。 

今、教育現場は大きな転換期を迎えていま

す。ご家庭と連携の上、更に工夫をしていくこ

とに努めて参ります。 

 

【③子供は、友達を大切にしている】 

Ａ・Ｂあわせて 99％です。 

本校では丁寧な言葉遣いを学校一丸となって進

めて参りました。ほとんどの児童がお互いを大切

にしようとしていることは大変喜ばしいことで

す。ですが、挨拶等に関してはまだ課題も残りま

す。今後も相手の気持ちを考える指導を粘り強く

行うとともに教職員同士、保護者の方々との連携

を密にして参ります。 

いじめについては年間 3回（6・11・2月）の

ふれあい月間を中心にアンケートを活用した面談

等で丁寧な対応を職員全体での組織的な対応で臨

んでおります。 

 

【④学校は、健康・安全にむけた取り組みをしている】 

Ａ・Ｂあわせて 96％です。 

今年度もコロナの影響を大きく受けている 1年

です。昨年度から続く未曾有の事態に、教職員全

員で知恵を出し合いながら、児童の安全・安心の

確立に努めてきました。何が正解かわからず、取

り組んできたことの検証が必要ですが、できる限

りの努力は今後も継続して参ります。 

保護者の皆様にも、毎朝の検温やマスクの着用

等、様々な場面において児童の健康・安全管理に

ご協力いただいております。お忙しい中ではあり

ますが、今後ともよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑤ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

R1 45% 42% 11% 2% 

R2 55% 34% 10% 1% 

R3 51% 35% 13% 1% 

⑥ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

R1 48% 43% 7% 2% 

R2 43% 38% 17% 2% 

R3 45% 41% 12% 2% 

【⑤学校は、子供の悩みや相談に適切に応じている】 

Ａ・Ｂあわせて 86％です。 

昨年度に比べ、若干評価が下がりました。教職

員一同、児童の気持ちに寄り添い、児童の幸せを

願って接していますが、それが児童に伝わらなけ

れば意味がありません。私たちのアプローチが本

当に適切なのか、改めて考える必要があります。 

本校では、スクールカウンセラー、心のふれあ

い相談員が各教室を回り児童の様子を観察してい

ます。また、学校生活支援員が児童の生活を支援

できるよう、見守っています。今後も、教職員間

の連携を密に取るよう心掛けていきます。 

何か心配事などがございましたら、いつでもご

相談ください。相談窓口はどこでも大丈夫です。

管理職を始め学校全体で指導にかかわっています

ので、遠慮なくご連絡ください。 

【⑥学校だより、ホームページ等で学校の様子を知ることができる】 

Ａ・Ｂあわせて 86％でした。 

昨年度に引き続き、コロナ禍で様々な行事予定

が変更になりました。学校公開も実施できず、保

護者の皆様にも実際の授業の様子を見ていただく

ことができずにいます。子供たちの様子を伝える

情報源が極端に少なく、結果的にご不安、ご心配

をいだかせてしまいました。 

少しでも情報を発信するため、昨年度の反省を

生かし、HP の積極的な更新などに取り組んでま

いりました。多少は伝えられた部分もありました

が、まだまだ改善が可能です。HPをより充実さ

せ、時代に合わせた情報発信ができるように努め

て参ります。 

さらに、タブレット・デジタル教科書等、「オ

ンライン環境の効果的な活用」を目指して参りま

す。加えて、学校の様子だけでなく、緊急時の連

絡等、一層の情報発信に努めて参ります。 



 よりよくするための考え・意見に答えます 

 自由記述欄に、皆様からたくさんの貴重なご意見をいただきました。本校の教育活動に対する、応援や激励の

声もいただきました。この様な声は本当に励みになります。ありがとうございます。また、疑問や質問もいただ

きました。これらの声を聴き、今後の教育活動をどう進めていくのか、毎年考えております。全てのご意見・ご

質問にお答えすることはできませんが、校内ではその声を受け止めて、しっかりと共有しております。ここでは、

可能な範囲で、それらの声にお答えして参ります。 

・ タブレットも入り、持ち物が重い。何とか改善できないか。 

→昨年度よりタブレットが貸与され、学習や連絡で使う場面が増えてきました。今後、タブレットは文房具の一

つとして考えていく時代になります。一方で、小学生には紙の教材もまだまだ必要です。各学年、実態に合わ

せて、学校に置いてもよい教科書や資料を提示するなどして、対応を考えております。今後も様子を見ながら、

対策を考えて参ります。 

・ 担任の交代について。もっと早く案内が出せないのか。わかっていたなら、二人体制で指導できないのか。 

→産休などで担任が交代する場合、産育代替教員は学校で探します。産育代替教員が決まればすぐに案内を出し

ますが、なかなか決定に至らず、お知らせを出すことができませんでした。また、産休の期間は厳格に決めら

れているため、後任が決まったとしても、事前に指導に入っていただくことはできません。学校も最短で対応

できるように全力で対応しておりましたが、難しい状況であったことをご理解いただければ幸いです。 

・ 給食の時間が短いのではないか。また、食に合わせて牛乳以外の飲み物は出せないのか。 

→飲み物の牛乳を他のものに代えることは、学校の判断では原則できないことになっています。ご理解ください。

給食時間は、本校でも 45分取っております。これは、他の小学校と比較しても短いとは言えません。しかし、

準備に時間がかかったりすれば、食べる時間は短くなってしまいます。あまりに短いと判断すれば、担任がそ

の後の時間を多少変えて、食べる時間を確保するなど工夫をして参ります。 

・ HPが更新されるようになったが、もっと充実を図ってほしい。配布物や年間行事日程もあげてほしい。 

→コロナ禍で少しでも情報を発信するために、学校 HP の活用をさらに進めて参ります。一方で、不特定多数に

公開されているという性質上、配布物を全て公開するなどは難しい面もあります。今後もどこまで活用できる

か、検討を進めて参ります。 

・ 行事予定の変更や持ち物のお知らせなどは、もっと早く知らせてほしい。 

→持ち物等の準備のお知らせは、可能な限り早く行えるよう改善して参ります。一方で、昨年度・今年度はコロ

ナ禍での行事予定の変更が大変多くあり、都や区の判断を待ってから出さなくてはいけないものもあったため、

ご不便をおかけいたしました。確定していない情報を流すことはできないため、判断が遅いと感じられること

もあったと思います。これからもできる範囲での最善を尽くして参ります。 

・ 学校公開を実施してほしい。プールの授業も再開してほしい。 

→学校公開の再開は、常に検討しております。安全に再開できれば、来年度は第二土曜日の授業公開等を行って

いきます。同様に、水泳指導も学校としてはできる限りやりたい方向で考えております。しかし、水泳は命の

危険もある運動です。都や区の方針を受けて実施を考えたとき、児童の安全を十分に確保できない、校内体制

では限界を超えている場合は、中止もあり得ます。それについてはご理解をいただければ幸いです。 

・ 行事への保護者参観の人数を緩和してほしい。学芸会での 1家庭 1 人の制限は納得がいかなかった。 

→学芸会の頃は、緊急事態宣言も出されていなかったため、このようなご意見もたくさんありました。学校とし

ても直前まで悩みましたが、そもそも学芸会を実施すること事態が賛否ある決断でした。そのため、最大限の

安全への配慮として、厳しめの観戦人数の制限を設けました。今後も状況を見て検討して参ります。 

・ オンラインでの授業の実施や公開を進めてほしい。YouTube 等を使った行事等の配信を行ってほしい。 

→オンラインでの授業実施ですが、全 17 学級が一斉に公開できる環境が、練馬区では整っておりません（上限

は 8 学級まで）。時間差をつけて、限定でのオンライン学習支援は可能ですので、学級閉鎖時などには活用を

進めております。配信に関しては、個人所有の端末等への配信は認められていない・不特定多数の児童を映す

ことはできない等、非常に制約が多い上に、安定した環境を用意することも難しいのが現状です。 

・ 毎日の熱の報告が、Google フォームで回答しやすい。このアンケートも、タブレットの回答で良いと思う。 

→このアンケートも、次回以降は Google フォーム等を活用して行っていこうと考えております。できるところ

から ICT の活用を進めて参ります。 

 


